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　人事労務管理は社員の雇用や働き方だけでなく、経営にも直結する重要な仕事ですが、制度に慣れてい
ない人には聞き慣れないような専門用語や、概念的でわかりにくい内容がたくさんあります。そこで本連
載では、人事部門に初めて配属になった方はもちろん、ある程度経験を積んだ方も、担当者なら押さえて
おきたい人事労務関連の基本知識や用語についてわかりやすく解説します。
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第52回

今
回
は
、
労
働
基
準
法
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

労
働
基
準
法
は
“
最
低
限
”
の
基
準

労
働
基
準
法（
労
基
法
）と
は
、
労
働
条
件
の
“
最

低
基
準
”
を
定
め
た
法
律
で
す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
労

働
条
件
に
関
す
る
契
約
も
近
代
法
律
の
考
え
方
の
基
本

で
あ
る
契
約
自
由
の
原
則
※１
に
の
っ
と
り
、
労
働
者
と

使
用
者（
雇
用
主
等
）の
対
等
な
立
場
で
の
契
約
で
行

え
ば
よ
い
の
で
す
が
、
労
働
者
は
経
済
力
の
弱
さ
か
ら

不
公
平
な
契
約
に
な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
家
が
雇
用
関
係
に
直
接
的
に
介
入
す
る
こ
と

で
、
労
働
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
制
定
さ
れ

た
の
が
労
働
基
準
法
で
す
。
最
低
基
準
を
定
め
て
い
る

と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
、
当
然
な
が
ら
基
準
を
下
回

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
条
文
の
第
一
条
で
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

理
解
を
深
め
る
た
め
に
、
制
定
の
経
緯
も
み
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
労
働
基
準
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
太
平

洋
戦
争
終
戦
後
の
１
９
４
７（
昭
和
22
）年
第
92
回
帝
国

議
会
に
お
い
て
で
す
。
こ
こ
で
の
労
働
基
準
法
の
提
案

理
由
に
、「
戦
前
わ
が
国
の
労
働
条
件
が
劣
悪
な
こ
と
は
、

国
際
的
に
も
顕
著
な
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。（
略
）
日
本

再
建
の
重
要
な
役
割
を
担
当
す
る
労
働
者
に
対
し
て
、

国
際
的
に
是
認
さ
れ
て
い
る
基
本
的
労
働
条
件
を
保
障

し
、
も
っ
て
労
働
者
の
心
か
ら
な
る
協
力
を
期
待
す
る
」

と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
よ
り
前
に
、
１
９
１
６
（
大
正
５
）

年
に
施
行
さ
れ
た
工
場
法
と
い
う
労
働
者
保
護
の
た
め

の
法
律
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、『
女
工
哀
史
※２
』
な
ど
の

実
態
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
適
用
範
囲
は
限
定
的
で
、

年
少
者
、
女
子
に
関
す
る
保
護
内
容
も
初
期
の
過
渡
的

な
も
の
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
１

９
４
６
年
に
交
付
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
第
27
条
第
２

項
の
「
賃
金
、
就
業
時
間
、
休
息
そ
の
他
の
勤
労
条
件

に
関
す
る
基
準
は
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め
る
。」
を
根
拠

と
し
て
、
国
際
的
な
基
本
的
労
働
条
件
を
保
障
す
る
こ

と
で
、
終
戦
後
の
日
本
の
産
業
復
興
に
向
け
て
労
働
者

の
協
力
を
う
な
が
そ
う
と
し
た
の
が
労
働
基
準
法
で
す
。

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
労
働
基
準
法
の
目
的
の
根

底
に
あ
る
の
が
、
労
働
者
保
護
の
考
え
で
す
。
労
働
に

か
か
わ
る
法
律
は
、総
称
し
て
労
働
法
と
い
い
ま
す
が
、

な
か
で
も
労
働
基
準
法
は
労
働
保
護
法
の
基
本
と
な
る

法
律
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
基
準
法
の
概
要
と
近
年
の
改
正
動
向

労
働
基
準
法
の
目
的
を
押
さ
え
た
と
こ
ろ
で
、
内
容

に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
紙
面
の
都
合
も
あ
る

の
で
代
表
的
な
項
目
※３
を
列
記
し
ま
す

・�

第
一
章　
総
則
…
労
働
条
件
の
原
則
や
決
定
、
男
女

同
一
賃
金
の
原
則
等

・�

第
二
章　
労
働
契
約
…
契
約
の
期
間
、
労
働
条
件
の

「労働基準法」

※１　契約自由の原則……私人の契約による法律関係については私人自らの自由な意思に任されるべきであって、国家は一般的にこれに干渉すべきではないとするもの
※２　『女工哀史』……�細井和喜蔵（ほそいわきぞう）著、大正14（1925）年改造社刊。近代日本の経済発展をになった大機械制工場下の紡績業に従事する「女工」

の過酷な労働環境の実態を記録したもの
※３　詳細な内容は、条文をご確認ください。　https://laws.e-gov.go.jp/law/322AC0000000049
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明
示
、
解
雇
制
限
と
解
雇
の
予
告
等

・�

第
三
章　
賃
金
…
賃
金
の
支
払
い
方
法
（
直
接
払
、

通
貨
払
、
毎
月
払
）、
休
業
手
当
等

・�
第
四
章　

労
働
時
間
等
…
労
働
時
間
（
一
日
８
時

間
・
週
40
時
間
、
変
形
労
働
時
間
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
）、
休
憩
・
休
日
の
付
与
時
間
・
日
数
、
時
間
外

及
び
休
日
の
労
働（
労
使
協
定
の
締
結
）、
時
間
外
・

休
日
及
び
深
夜
勤
務
の
割
増
賃
金
、
時
間
計
算
（
労

働
時
間
の
通
算
、
み
な
し
労
働
、
裁
量
労
働
）、
年
次

有
給
休
暇
の
付
与
方
法
・
日
数
、
労
働
時
間
等
に
関

す
る
規
定
の
適
用
除
外（
管
理
監
督
者
）等

・�

第
六
章
の
二　
妊
産
婦
等･･･

危
険
・
有
害
な
業
務

の
就
業
制
限
・
禁
止
、
産
前
産
後
の
休
業
・
労
働
時

間
・
深
夜
勤
務
の
扱
い
等

・�

第
八
章　
災
害
補
償
…
休
業
補
償
、
障
害
補
償
、
遺

族
補
償
等

・�

第
九
章　
就
業
規
則
…
作
成
及
び
届
出
の
義
務
、
意

見
聴
取
手
続（
労
働
組
合
・
労
働
者
過
半
数
代
表

者
）、
法
令
・
労
働
協
約
・
労
働
契
約
と
の
関
係
等

・�

第
十
一
章　
監
督
機
関
…
労
働
基
準
主
管
局
・
都
道

府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署
の
職
員
及
び
権
限

・
第
十
三
章　
罰
則
…
罰
金
、
懲
役
等

昔
か
ら
み
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
項
目
も
多
い
か
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
労
働
基
準
法
は
、
社
会
の
課
題

や
要
請
に
応
じ
て
か
な
り
の
頻
度
で
内
容
が
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
直
近
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
・

２
０
２
４
年
施
行
の
改
正
で
は
、
柔
軟
な
働
き
方
の
促

進
に
と
も
な
う
裁
量
労
働
制
の
適
用
要
件
見
直
し
※４
、

有
期
契
約
労
働
者
の
無
期
転
換
円
滑
化
に
向
け
た
労
働

条
件
明
示
の
ル
ー
ル
見
直
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

等
の
浸
透
に
対
応
す
る
た
め
の
賃
金
の
デ
ジ
タ
ル
払
い

を
可
能
と
す
る
も
の
な
ど
で
す
。
法
律
が
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
、
使
用
者
や
労
働
者
が
日
常
で
守
る
べ
き

ル
ー
ル
も
変
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
改
正
の
動

向
に
は
関
心
を
払
っ
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

労
働
基
準
法
に
関
す
る
問
題

最
後
に
筆
者
が
特
に
気
に
な
る
労
働
基
準
法
に
関
す

る
問
題
に
触
れ
て
、
本
稿
を
締
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
法
律
が
遵
守
さ
れ
き
れ
て
い
な
い
事
実
が
あ
る

こ
と
で
す
。
社
会
全
体
の
働
き
方
改
革
や
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
遵
守
の
流
れ
に
よ
り
、
か
つ
て
に
比
べ
て
遵
守
意

識
は
高
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
厚
生
労
働
省

労
働
基
準
局
が
発
刊
し
て
い
る
『
労
働
基
準
監
督
年
報
』

の
定
期
監
督
等
実
施
状
況
・
法
違
反
状
況
を
み
る
と
ま

だ
ま
だ
違
反
件
数
は
多
数
あ
り
ま
す
。
参
考
ま
で
に
２

０
２
２
年
調
査
で
の
違
反
が
１
万
件
以
上
の
も
の
を
あ

げ
る
と
、
労
働
時
間
、
割
増
賃
金
、
年
次
有
給
休
暇
、

労
働
条
件
の
明
示
、
賃
金
台
帳
の
記
載
に
関
す
る
も
の

で
す
。
労
働
基
準
法
違
反
が
あ
っ
た
場
合
の
罰
則
と
し

て
、
罰
金
ま
た
は
懲
役
が
あ
る
の
で
す
が
、
罰
金
の
金

額
が
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
く
、
懲
役
に
至
る
ケ
ー

ス
が
広
く
は
認
知
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
が
違
反
件
数
が

多
い
理
由
と
し
て
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
運
用
ル
ー
ル

が
複
雑
で
あ
る
こ
と
も
否
め
ず
、
意
図
せ
ず
違
反
に
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
迷
っ
た
ら
、
弁
護
士
や
社
会

保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
労
働
基
準
法
の
適
用
範
囲
で

す
。
原
則
と
し
て
、
使
用
者
の
指
揮
監
督
下
で
労
働
し

て
い
る
場
合
に
は
、
労
働
者
と
し
て
労
働
基
準
法
の
適

用
対
象
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
適
用
対
象
外
の
労
働

者
も
い
ま
す
。
例
え
ば
、
家
内
労
働
者（
同
居
の
親
族

の
み
で
営
む
事
業
で
働
く
者
）、
家
事
使
用
人（
家
事

一
般
に
使
用
さ
れ
る
労
働
者
）に
つ
い
て
は
完
全
に
適

用
除
外
に
な
っ
て
い
ま
す
。
同
様
に
、
増
加
傾
向
に
あ

る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
※５
は
雇
用
関
係
に
は
な
い
も
の
の
、

実
際
は
指
揮
監
督
下
で
労
働
者
と
変
わ
ら
な
い
働
き
方

を
し
て
い
る
者
も
多
く
い
ま
す
。
特
に
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の
意
向
に
従
っ
て
長
時
間
の
労

働
や
働
き
方
の
制
限
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
が
し
ば
し

ば
話
題
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。
労
働
基
準
法
上
の
労
働

者
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、
契
約
の
形
式
や
名
称
に

か
か
わ
ら
ず
、
実
態
を
勘
案
し
て
総
合
的
に
判
断
さ
れ

る
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

＊　
＊　
＊

次
回
は
、「
労
働
契
約
法
」に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

※４　�本連載第49回（2024年 8月号）「裁量労働制」をご参照ください。�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202408/index.html#page=52

※５　�本連載第41回（2023年12月号）「フリーランス」をご参照ください。　�
https://www.jeed.go.jp/elderly/data/elder/book/elder_202312/index.html#page=52

※４ ※5


